































業ではあったが、締め切りに間に合わせて提出することができた。平成 19年 11月 30日の
ことである。
さて、その後、一度校正作業が入ってしばらく経つが、この原稿を作成している平成 20























広がっていき， 2007年 11月末段階で， 33都道府県にわたり 62団体が活動している.
「子どもの電話相談j そのものは、北欧で始まり、ヨーロッパをはじめとして各地に広ま
ったという、もう少し長い歴史があるのだが、イギリスのチャイルドライン ("CHildLine"
と表記され、固有名詞として扱われる)→日本のチャイルドラインに限定して言うと、ま
だ四半世紀の歴史も持っていないということになる。
また、ここで注意しておかなければならないことがある O イギリスでは子ども虐待を大
きなターゲットとして始まったのだが、日本のチャイルドラインは「子どもの声を聴こ
う!Jを最重要のテーマとして世田谷で始まり、全国各地に広まっている、ということで
ある。そのため、日本のチャイルドラインでは、「し1じめj、「対人関係J、「性に関する問題」
が圧倒的に多く、「虐待」関連は極めて少数というのが現状である。
日本のチャイルドラインの思想・考え方を明確に示すために、次の箇所も引用しておき
たい。
まずはじめにお断りをしておく.与えられた題なのでこのまま使用するが，実際には
チャイルドラインでは「相談」という言葉は使わない. I子ども専用電話」とか「子ど
も電話Jという表現は使うが子どもの電話相談」という言い方はしないのである.
何故か? チャイルドラインが行っている活動が相談」という言葉に込められた「助
? ??
?
言やアドバイス主体の押し付け」というイメージにそぐわなし、からである.もう少し
マイルドな言い方をしてみよう.様々な技法を駆使する専門的な相談活動を，非専門
家であるチャイルドラインの受け手は真似することができない.それでも子どもの悩
みを受け止めようとするときに，ギリギリできることが「子どもの声を徹底的に聴く」
ことだ、ったのである.この論議には，異論もあり得ょう.が，ともかくも， 日本のチ
ャイルドラインがそうした考え方に基づいて活動を進めている，ということはご理解
戴きたい.
「子どもの電話相談ーチャイルドラインー」という、与えられたテーマに対して、日本の
チャイルドの姿勢を明確にする必要があると考えて、官頭に記載した文章である o I相談J
という用語を、「助言やアドバイス主体の押し付け」に限定して使用する立場を採る専門家
は、極めて少数派であることは筆者も認識している。「相談Jは、実に幅広い内容を含む、
大事な言葉である。排斥し、使用しないというのは、幾分こだわり過ぎとも思っている。
実際、イギリスのチャイルドラインは「相談(counseling)Jという言葉を使っている。ただ、
日本でチャイルドラインを始め、育ててきた人たちの共通の認識として上記の考え方が根
底にあるということの理解は、この活動の中身を知る際に、極めて重要なものとなる。
m.筆者とチャイルドラインとのかかわり
筆者とチャイルドラインのかかわりを簡単に整理してみたい。以下、引用する。
筆者とチャイルドラインの関わりを簡単に述べてみたい.医師となって，主として
児童精神科領域で仕事をしてきた者としては極めて幸運なことに， 1989年に仙台市が
政令指定都市となり義務設置である児童相談所が作られた時から 8年間にわたって所
長として仕事をすることができた.しかし，その中で直面したのは， 1992年頃からの
児童虐待激増としづ現象に対して，悪戦苦闘しもがく児童相談所の姿であった.専門
性とマンパワーの決定的な不足に危機感を抱き，次世代育成の必要性を強く感じ，教
員養成の道に転じることとなった.児童虐待の第一線の現場から離れはしたものの，
何かできることはないだろうかと考えていた頃に，宮城県に東北初のチャイルドライ
ンを常設しようとする活動に出会うこととなった.以後，準備→試行→常設の動きに
一貫しでかかわり続け，現在は「チャイルドラインみやぎJの副代表理事を務めてい
る.もちろん，すべてボランティア参加である.
????
現代日本では、精神科、中でも児童精神科(最近では児童青年精神科と称することが多
くなってきた)領域で仕事を続ければ、必然的に児童虐待(これも最近では子ども虐待と
言われることが多くなってきた)に関わることになる。また、この領域の特徴は、医療機
関で座して診療に訪れる人を待つだけでは済まないことである。例えば、学校に出向き、
または関係機関と連携をとり、在宅ケアに取り組むことさえ必要になってくる。仕事を続
ける中で、いつかは児童福祉の最前線の機関で、ある児童相談所で仕事をしたい、と思うよ
うになったのは、筆者にとっては必然のことであった。
仙台市児童相談所の初代所長になった経緯については、ここでは省略する。全国でも数
少ない常勤の精神科医兼所長となったことを、今でも後悔はしていないが、そのいきさつ
を含めてその後の経緯について詳しく触れるのは、このスタディノートの役割からかなり
外れることになる。大まかな流れは引用した通りである。
IV. チヤイルドラインの理念、及び「受け手」と「支え手」
チャイルドラインが最も大切にしている理念を明示し、また独特のシステムとして用い
ている「受け手Jと「支え手」を説明するため、以下に引用する。
1. 理念
チャイルドライン支援センターの HPにチャイルドラインは 18才までの子ども
がかける電話JIお説教ぬき，押し付けぬき，子どもたちの声にただただ耳を傾ける，
それがチャイルドラインです.Jと書かれている通り，チャイルドラインの最大の特徴
は，対象が子どもだということであり，そして，子どもの声を電話で聴くことで，子
ども自身を丸ごと受け止め，子どもの心を解放し，子ども自身の持っている力を育て
ていくことを目的としている， ということである.
2.子どもたちへの約束(略)
3. I受け手」と「支え手」
チャイルドラインでは子どもの電話を受ける人のことを「受け手」と表現する.電
話をかけてくる子どものことを「かけ手」と呼ぶこともある.さらに，受け手が受け
た電話の内容を聴く役割の人を「支え手」と呼ぶ.受けた電話の重荷をその場で下ろ
してもらうために，そして，電話を受けたことで傷つかないようにするために，チャ
イルドラインが持つ独特の仕組みである. I支え手Jは，心理臨床専門家のスーパーヴ
?
『
?
ァイザーと似ている面もあるが，決定的に違うところは， rその場でJということと「キ
ャリアの違いではなく役割の違しリということである.チャイルドラインの活動のほ
ぼすべてがボランティアによってなされているが故の仕組みと理解して戴きたい.
中でも「受け手Jは，チャイルドラインの最も中核的な役割を担うものである.大
学生・専門学校生・主婦・パートタイムの方・定年退職者なと年齢・キャリアも様々
な方々が，手を挙げてくれている.チャイルドライン支援センターが作成した『受け
手初心者研修の手引き』に沿って，それぞれの地域に合わせてアレンジした「受け手
養成プログラムJ(講義形式・ロールプレイを織り交ぜたもの)を受講してもらい，最
終面接を経て， r受け手」としての役割を担ってもらう，としづ流れが主流である.r非
専門家」とは言え，そうした研修を経て「聴くこと」の練習をしっかり積んだ上で「受
け手Jになっているのである.
チャイルドラインの仕組みゃ考え方が、いくらか明確になっただろうか? ボランティア
頼りというか、ボランティアがいないとそもそも成り立たない活動なのである。しかも、
一度始めてしまったものは、途中で続けられなくなったからやめます、というわけにはい
かない。子どもたちへの最大の裏切りになってしまうからである。
ボランティアとは言え、電話によっては相当に厳しい話を聴き続けなければならず、し
かも直接的に目に見える形での援助ができないままに話が終わってしまうことがほとんで
ある。無力感にとらわれることもしばしばである受け手が、その重荷をその場で下ろして
いくことを援助する「支え手」の制度が、このチャイルドラインの根幹を成している。
ボランティアがまだまだ根付いていない日本という国で、一度始めてしまったチャイル
ドラインを維持・発展させていくために、全国の団体が知恵、を絞り、運営面でも綱渡りを
しながら、工夫しているというのが現状なのである。
v.最後に
最後に、記事の中で「おわりに」として書いた以下の文章を引用して、締め括りとした
?
、 、? ?
特集 1r傷ついた子どものこころを癒すJの中で，チャイルドラインについて述べ
てきたが，本格的な心理療法，精神療法，カウンセリングの機能をチャイルドライン
は持っていない. r傷ついた子どものこころを癒す」力はほとんどないのである.しか
し，いじめの電話に見るように，電話の向こうに話をしっかり聴いてくれる大人がい
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た，ということがなにがしかの癒しに繋がるのだと信じている.チャイルドラインに
話してきた子どもの「話を聞いてくれる人がいることを知って、自信を持ちましたJ
という声は，ボランティアとしてこの活動に参加しているわれわれへの力強い励まし
の言葉となっている.
今でも、付け足すべき言葉が思い浮かばない。できないことはできないこととして、でき
ることをコツコツと、「ものそのもの、ことそのこと」を大切にしながら、やっていくしか
ないと腹を括っている今日この頃である。
参考文献等
1.チャイルドライン支援センターHP.Available from:URL:http://www.childline.o:r・.JP
2.チャイルドライン支援センター.チャイルドライン 受け手初心者研修の手引き.東京:
チャイルドライン支援センター. 2002. 
-76一
